
小松島市

企業版ふるさと納税のご案内

徳島県



あいさつ

徳島県小松島市
人口：約３万６千人（2023.3末現在）

小松島市は、四国の東部に位置し、紀伊水道に面した港まち

として栄えてきました。かつて大阪や和歌山へ向かう人は、本
市のフェリーに乗ってそれぞれ旅立っていきました。
しかし、明石海峡大橋等が開通し、モータリゼーションが加

速する中、本市のフェリー航路は廃止となりました。まちから
も少しずつ人の流れが途絶え、賑わいが失われました。
このままではいけない。地方創生に向け、市の人口減少の課

題解決に向けて真摯に向き合う必要がある。
そんな思いから令和４年度に「小松島市子育て世代応援プロ

ジェクト」を立ち上げ、「子育て世代から選ばれるまち」を目
指し、施策を展開しています。
若者や子どもたちが未来に希望の持てるまちづくりを進める

ため、「企業版ふるさと納税」へのご協力をお願いいたします。



企業版ふるさと納税とは
内閣府『企業版ふるさと納税ポータルサイト』制度概要より



企業版ふるさと納税のメリット

SDGsやESGへの寄与

●環境保全や脱炭素という目標
は、自社だけでは達成が難しい
ものですが、企業版ふるさと納
税による寄附を通じて地方公共
団体の取組を支援することで目
標の達成に大きく寄与すること
ができました。

※内閣府『企業版ふるさと納税リーフレット』よりコメント抜粋

創業地等の地域への恩返し

●創業地や縁のある地方公共
団体が推進している事業を、
寄附を通じて応援することで、
恩返しができたのではと考え
ています。

企業のPRに

●寄附を行った地方公共団体
のホームページや広報誌、寄
附活用事業で整備された施設
の銘板などに当社の名前が掲
載されたことで、日頃から付
き合いのある取引先や金融機
関などへの信用向上につなが
りました。

新たなパートナーシップの構築

●寄附をきっかけに、地域の特
性を活かしたワーケーションな
どを実施 したことで、社員の新
しい働き方や地域での交流促進
に繋がりました。
● 寄附をきっかけに、地方公共
団体とコミュニケーションを密
に図る ようになり、自社の事業
に関することなどを相談しやす
くなりました。



小松島市の地方創生プロジェクトのご案内

令和５年度 主な寄附対象事業のご紹介



小松島市の企業版ふるさと納税の寄附対象となる事業について

安心な暮らしを守るとともに地域と地域を連携する

誰もが活躍できるしごとづくり

新しい人の流れをつくる

結婚・出産・子育てに安心し希望を持てる環境づくり

基本目標１

基本目標２

基本目標３

基本目標４

主な取組：地域防災組織の育成、消防救急医療体制等の機能強化

主な取組：新規雇用創出に向けた環境整備、地域産業の競争力の強化

主な取組：にぎわい創出のまちづくり、「関係人口」の創出・拡大

主な取組：妊娠・出産・子育てまでの切れ目ない支援、子育て世代を惹きつける学校教育の実現



徳島県 小松島市 KOMATSUSHIMA CITY 基本目標１

免疫力向上事業（こまポンウォークプロジェクト）

背景

現状の
課題

事業の
目的

これまで
の取組

・厚生労働省によると感染防御には、よく睡眠をとること、運動するこ
と、バランスの良い食事を摂ることなどが有利に働くのではないかとさ
れている。
・近年、デジタルアプリを活用した健康増進の取組が注目を集めている。

・市の健康保険事業のデータを見ると、メタボリックシンドロームの該
当者は18.4%（同規模平均16.4％）、予備軍は13.4％（同規模平均
11.0％）となっており、同規模平均より高い。

典拠：平成27年11月小松島市作成『保健事業実施計画（データヘルス計画）』

・デジタルアプリを活用した「散歩」による市民の健康の保持向上、免
疫力の向上に伴う感染症対策を図る。
・指定緊急避難場所めぐりコース等を設定し、市民の防災意識を啓発す
る。

・お散歩アプリ「こまポンウォーク」の開発、運用開始（R5.3)
・アプリ内でのフレンド機能やポイント交換機能等の各種機能の実装

これまでの取組 寄附目標金額：80万円



徳島県 小松島市 KOMATSUSHIMA CITY

事業内容

得られる
成果等

●お散歩アプリ「こまポンウォーク」の各種機能の活用により、
市民の健康づくりと防災意識醸成をサポートします。

＜ポイント交換機能＞
日々の歩数や散歩コースの達成などに応じてポイントを取得できます。
貯めたポイントは市内登録店舗で利用可能なクーポンと交換できます。
＜お散歩機能＞
散歩コース上に設定したチェックポイントをめぐり、コースを制覇！
＜ミッション機能＞
一定条件を歩くミッションや、イベント会場に掲示する二次元コードを
読み込むことでポイントを取得するイベント参加型ミッションを実施

●市民の健康づくりのサポートによる免疫力向上
●「防災コース」や「観光コース」を歩くことで、「お散歩」を通じた
防災意識向上、観光資源の再発見

◎地方が抱える課題解決と地方創生
◎本市との新たなパートナーシップの構築
◎企業イメージの向上及び取引関係先からの信用性の向上

寄附の
メリット

免疫力向上事業（こまポンウォークプロジェクト）

これからの取組 令和5年度事業費（予算）
288万円

基本目標１



徳島県 小松島市 KOMATSUSHIMA CITY 基本目標２

雇用創出事業（多様な働き方支援プロジェクト）

背景

現状の
課題

事業の
目的

これまで
の取組

・小松島市の市民の多くが「事務的職種」を求めているが、2023年3月の職業別有効
求人倍率は徳島労働局全体で0.62倍、小松島出張所管内では0.49倍と1倍を切ってい
る。
・コロナ禍の影響等により、テレワークやワーケーション等、新しい働き方が注目さ
れている。
※『最近の雇用失業情勢（令和５年３月分）』（2023年、徳島労働局）

・小松島市では、地域における労働人口、とりわけ若年層における労働者の流出が大
きな課題となっている。
・小松島市は、徳島県東部に位置し、県内１，２位の人口規模の市に挟まれている。
その２つの隣接市の「１人当たり市町村民所得」とを比較すると、約30％低く、地域
の稼ぐ力を高めることが課題である。
※『令和２年度徳島県市町村民経済計算推計結果』(2023年、徳島県）

・市民へのテレワークの普及促進やスキルアップセミナー等による支援
を通して、テレワーカーを育成する。また、地元企業へのテレワーク導
入支援はもちろん、都市部企業の誘致も併行し、地域全体の「稼ぐ力」
を高める。

・「こまつしま働き方支援センター」の開設、運営
・テレワーカー養成のため各種セミナーや交流会等を定期的に実施
・コワーキングスペース「kocolo」の整備
・市内高校生へのキャリア教育支援

これまでの取組 寄附目標金額：800万円

高校生へのキャリア教育支援の様子
（市内企業の協力によるジョブシャドウイング）



徳島県 小松島市 KOMATSUSHIMA CITY

事業内容

得られる
成果等

●多様な働き方（テレワーク推進）支援業務
「こまつしま働き方支援センター」の運営、テレワーカーの育成（スキ
ルアップ含む）、市内企業への多様な働き方、テレワーク導入支援、コ
ワーキングスペースの利用促進など
●企業誘致推進事業
市内における求人・求職者数のミスマッチ解消、及び若者の働く場の創
出を目的として、都市部からのIT関連企業等の立地促進活動を実施！
●キャリア教育支援
市内の高校生を対象に、市内企業の協力のもと、ジョブシャドウイング
（学生・生徒が、さまざまな企業・組織の社員に一日同行し、どのよう
な仕事をしているかを体感すること）等を実施！

●テレワーク（自営型、雇用型含む）を普及促進することで、市民や市
内企業の意識醸成と能力向上が期待できる。また、求人・求職者数のミ
スマッチを解消させるとともに、地域の稼ぐ力を高め、市外への労働人
口の流出を防ぐ。

◎地方が抱える課題解決と地方創生
◎本市との新たなパートナーシップの構築
◎企業イメージの向上及び取引関係先からの信用性の向上

寄附の
メリット

雇用創出事業（多様な働き方支援プロジェクト）

これからの取組 令和5年度事業費（予算）
1,301万円

基本目標２

「こまつしま働き方支援センター」（HP）



徳島県 小松島市 KOMATSUSHIMA CITY 基本目標３

本港地区活性化プロジェクト

背景

現状の
課題

事業の
目的

これまで
の取組

・かつて港まちとして栄えた市の中心市街地と、港周辺地区（本港地
区）であったが、平成11年に関西への定期航路が市外へ移転となったこ
とを契機に、一気に人の流れが途絶え、周辺のにぎわいも廃れた。

・市役所からも程近い「本港地区」には、公園「小松島ステーション
パーク」や旧フェリーターミナルの施設「みなと交流センターkocolo」、
市民ホールや図書館等の公共施設が集まっている。
・この地区については、単発的なイベント等の開催による賑わい創出は
行われているが、エリア全体の活性化には至っていない。

・この「本港地区」の特色ある歴史や文化を活かしながら、大人から子
どもまでが集い憩える交流の場としての都市空間の構築を公民連携で進
める。また、エリア周辺において子育て世代をターゲットにした各種イ
ベントを開催することで、賑わい創出と市民の満足度向上をめざす。

・本港地区みなとまちづくり基本構想策定
・小松島みなと交流センターkocolo施設改修基本計画策定
・小松島ステーションパークたぬき広場と市立図書館施設改修基本計画
策定

これまでの取組 寄附目標金額：1,000万円

本港地区のまちづくり基本構想等の策定について（市HP）



徳島県 小松島市 KOMATSUSHIMA CITY

事業内容

得られる
成果等

●本港地区活性化事業
子育て世代をターゲットとした屋内遊戯施設やにぎわい交流施
設、市民プールや市民が交流できるスペース等にかかる基本計
画（PFI導入可能性調査等含む）の作成

●本港地区にぎわい創出事業
小松島の地域資源を活用した「賑わい」を創出する企画イベン
トを民間のアイデアやノウハウを活用しながら開催することに
より、新たな小松島市の魅力や情報を発信し、 地域の観光需要
や交流人口の増加に繋げる

●特に子育て世代をターゲットとした空間づくりによる市民の満足度向
上と定住促進
●市のシンボルである「本港地区」の賑わい創出によるシビックプライ
ドの形成

◎地方が抱える課題解決と地方創生
◎寄附を通じた「まちづくり」への参画
◎本市との新たなパートナーシップの構築
◎企業イメージの向上及び取引関係先からの信用性の向上

寄附の
メリット

本港地区活性化プロジェクト

これからの取組 令和5年度事業費（予算）
3,438万円

基本目標３



徳島県 小松島市 KOMATSUSHIMA CITY 基本目標４

母子健康包括支援センター運営等事業(小松島版ネウボラプロジェクト）

背景

現状の
課題

事業の
目的

これまで
の取組

・心身の不調を抱えたり、相談相手や支援者がいない妊産婦が増加して
いる。
・子育て支援には、妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援が重要で
ある。

・個々の状況に応じた支援ができるように、ケアや指導を継続して提供
できる専門職の確保、医療機関等との連携体制の継続が今後も重要であ
る。

・妊娠期から産後の母子等に対して、健やかなや身体管理と心理的な安
定を促進することにより、安心して子どもを産み育てる環境を整える。

・母子健康包括支援センター「おひさま」にて助産師による妊娠届出時の面接・支援
計画や、妊産婦への電話訪問及びケアが必要な産婦に対しての産後ケア等の支援を実
施！
・ Web会議システム「Zoom」を使用して、自宅にいながら助産師に育児や妊娠中の相
談を可能に！
・母子手帳アプリ母子モ『おひさま』の運用開始！

これまでの取組 寄附目標金額：400万円



徳島県 小松島市 KOMATSUSHIMA CITY

事業内容

得られる
成果等

●母子健康包括支援センター「おひさま」を設置し随時、助産
師、保健師が相談に対応
●オンライン妊産婦・赤ちゃん健康相談の実施
●母子手帳アプリ母子モ『おひさま』による子育て情報の提供
●助産師による訪問や母子健康包括支援センター・契約医療機
関での産後ケア事業の実施
●妊娠届出、出生届出時に育児用品の配布
●子育て応援ガイドブック「大きくなあれ」の配布

●安心して育てれる環境づくりにより、妊娠、出産、子育てに対する市
民の不安解消と少子化抑制が期待できる。
●子育て世代の満足度向上による定住促進が期待できる。

◎地方が抱える課題解決と地方創生
◎寄附を通じた安心安全な「まちづくり」への参画
◎本市との新たなパートナーシップの構築
◎企業イメージの向上及び取引関係先からの信用性の向上

寄附の
メリット

母子健康包括支援センター運営等事業(小松島版ネウボラプロジェクト）

これからの取組 令和5年度事業費（予算）
1,128万円

基本目標４



その他の対象事業について

掲載事業は、あくまで一例です。
その他の事業も寄附を受け付けております。詳細は、企画政策課までお問合せください。

小松島市 総務部 企画政策課
TEL/0885-32-2127
E-mail/kikakuseisaku@city.komatsushima.i-tokushima.jp



寄附の流れ

ご相談・お申し出

ご寄附

税の申告

寄附金の受領証交付

ベネフィット
（ご希望の企業様のみ）

ステップ１

ステップ２

ステップ３

ステップ４

ステップ５

企業様のご意向に沿って寄附対象事業の決定を行います。対象事業や金額が決定
しましたら、寄附申出書のご提出をいただきます。

申出書を市で受理した後、納付書（指定金融機関でのみ使用可）を発行、送付いた
します。直接市口座への振込も可能です。その場合は別途ご連絡ください。

入金確認後、市より受領証を発行、送付いたします。

寄附受領証を使用し、税務署での税申告のお手続きをお願いいたします。

ご希望される企業には、金額に応じて「感謝の気持ち」としてベネフィット（市
HPや市広報での寄附内容の公表、感謝状贈呈、プレスリリースなど）をご用意し
ております。詳しくは、ご寄附のご相談時に担当者へご確認ください。



制度活用にあたってのご留意事項

寄附対象となる金額 寄附の代償として対象となる企業は

１回あたり

１０万円以上の
寄附が対象

本社が

小松島市に
所在しない
企業であること※1

寄附企業への
経済的な見返りは

禁止されています※2

※1 この場合の本社とは、地方税法における「主たる事務所又は事業所」を指します。
例：徳島県小松島市に本社が所在⇒徳島県と小松島市への寄附は対象外

※2 寄附の見返りとして経済的な利益を受け取ることは禁止されています。
例：×寄附の見返りとして補助金を受け取る。
×有利な利率で貸付をしてもらう。



〒773-8501 徳島県小松島市横須町１番１号
小松島市総務部企画政策課
TEL/0885-32-2127 E-mail/kikakuseisaku@city.komatsushima.i-tokushima.jp

小松島市のために、小松島市とともに。

皆さまからのあたたかいご寄附を

心よりお待ちしております。


